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１．2022年3月期の連結業績（2021年4月1日～2022年3月31日） 

（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)
 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

当期純利益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2022年3月期 25,134 △4.3 △496 ― △503 ― △642 ― 

2021年3月期 26,253 △17.7 △137 ― △150 ― △383 ― 
 

(注) 包括利益 2022年3月期 △495 百万円 ( ―％) 2021年3月期 △110百万円 (―％) 
 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
当期純利益 

自己資本 
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

売上高 
営業利益率 

 円 銭 円 銭 ％ ％ ％ 

2022年3月期 △420.51 ― △24.0 △3.6 △2.0 

2021年3月期 △250.93 ― △12.8 △1.0 △0.5 
 

(参考) 持分法投資損益 2022年3月期 41百万円 2021年3月期 34百万円
(注)前連結会計年度の経営成績のうち、営業利益及び経常利益は新型コロナウイルス感染症の影響により、一部の生産拠点にお 

いて、操業停止や縮小を行った期間の製造固定費(労務費、減価償却費等)271百万円を感染症関連損失として特別損失へ振替え 

た後の数値となっております。 

 

（２）連結財政状態 
 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 
 百万円 百万円 ％ 円 銭 

2022年3月期 13,779 2,453 17.7 1,597.38 

2021年3月期 14,551 3,053 20.0 1,901.54 
 

(参考) 自己資本 2022年3月期 2,441百万円 2021年3月期 2,906百万円
 

（３）連結キャッシュ・フローの状況 
 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 
 百万円 百万円 百万円 百万円 

2022年3月期 500 705 △575 2,301 

2021年3月期 △118 19 △147 1,546 

 
２．配当の状況 

 
年間配当金 配当金総額 

(合計) 
配当性向 
(連結) 

純資産 
配当率 
(連結) 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％ 

2021年3月期 ― ― ― 0.00 0.00 ― ― ― 

2022年3月期 ― ― ― 0.00 0.00 ― ― ― 

2023年3月期(予想) ― ― ― ― ―  ―  

 
(注)現時点での2023年３月期の期末配当予想につきましては未定としております。 

 
３．2023年3月期の連結業績予想（2022年4月1日～2023年3月31日） 

 (％表示は対前期増減率)
 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通 期 24,700 △1.7 60 ― 30 ― 10 ― 6.54 



 

 
 
※ 注記事項 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無 

  新規 ― 社 (社名)          、除外 ― 社 (社名) 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 ① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有 

 ② ①以外の会計方針の変更 ： 無 

 ③ 会計上の見積りの変更 ： 無 

 ④ 修正再表示 ： 無 

 

（３）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年3月期 1,686,154 株 2021年3月期 1,686,154 株 

② 期末自己株式数 2022年3月期 157,875 株 2021年3月期 157,744 株 

③ 期中平均株式数 2022年3月期 1,528,373 株 2021年3月期 1,528,499 株 
 
 
 

(参考) 個別業績の概要 

１．2022年3月期の個別業績（2021年4月1日～2022年3月31日） 

（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)
 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2022年3月期 23,967 △2.9 △196 ― △204 ― △88 ― 

2021年3月期 24,681 △16.7 △126 ― △147 ― △317 ― 
  

 １株当たり当期純利益 
潜在株式調整後 

１株当たり当期純利益 
 円 銭 円 銭 

2022年3月期 △57.72 ― 

2021年3月期 △207.56 ― 

 
（２）個別財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 
 百万円 百万円 ％ 円 銭 

2022年3月期 13,224 2,498 18.9 1,634.93 

2021年3月期 13,235 2,549 19.3 1,668.07 
 

(参考) 自己資本  2022年3月期 2,498百万円 2021年3月期 2,549百万円
 
２．2023年3月期の個別業績予想（2022年4月1日～2023年3月31日） 

 (％表示は対前期増減率)
 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通 期 24,000 0.1 60 ― 40 ― 10 ― 6.54 

 

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です 
 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

(将来に関する記述等についてのご注意) 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判 
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前 
提となる仮定等については、(添付資料)４ページ「１. 経営成績等の概況(4)今後の見通し」をご覧ください。 
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況
　

当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、様々な経済活動の制限、

個人消費の低迷が続きました。ワクチン接種率の上昇や緊急事態宣言解除による段階的な経済活動の再開に伴い、景

気の持ち直しが期待されるものの、為替相場の動向やウクライナ情勢の緊迫化、原油価格・原材料価格等の高騰とい

った国内経済の下振れリスクへの懸念もあり、依然として先行き不透明な状況が続いております。

当社グループを取り巻く経営環境につきましては、コロナ禍における生活様式の変化により、ＥＣサイト向けの宅

配資材需要が拡大したものの、百貨店を始めとした来店型事業における包装資材需要は、コロナ前の水準までの回復

には至っておらず、原材料・物流コストの高騰、急速な円安進行といった外部要因による影響もあり、非常に厳しい

状況で推移いたしました。

また、プラスチック製レジ袋の有料化から１年以上が経過し、当社グループの主力製品であるレジ袋の販売規模縮

小に底打ち感が見えてまいりました。今後は、環境に配慮した素材やプラスチック製包材の紙化提案といった販促活

動を推進し、ＥＳＧやＳＤＧｓといった環境対策に取り組むお客様とともに、循環型経済社会の実現を目指します。

このような環境のもと、2021年６月30日に当社グループの中期経営計画『次世代パッケージ企業への転換』を公表

いたしました。『環境対応と成長基盤確立のための３ヵ年～本気の変革～』を基本方針とした事業構造改革の初年度

として、「コスト削減」、「不採算事業の改善」、「新規事業の発掘」、「業務フローの効率化」、「組織・人員の

見直し」などに取り組み、引き続き環境戦略の強化、構造改革の徹底及び事業の見極めに努めてまいりました。当期

においては、レジ袋を生産するグループ会社の操業停止とそれに伴う固定資産の売却及び人員の調整を行いました。

また、国内複数拠点の閉鎖に加え希望退職者の募集を行い、経営資源の効率的な活用を図るとともに、今後の収益性

の改善に向けた取り組みを加速してまいりました。

以上の結果、当連結会計年度の売上高は25,134百万円（前年同期比4.3％減）、営業損失496百万円（前年同期は営

業損失137百万円）、経常損失503百万円（前年同期は経常損失150百万円）、親会社株主に帰属する当期純損失642百

万円（前年同期は親会社株主に帰属する当期純損失383百万円）となりました。

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

なお、各セグメントのセグメント損益（営業損益）は、「セグメント情報」に記載のとおり、各セグメントに配分

していない全社費用607百万円を配分する前の金額であります。

「紙製品事業」

紙製品事業につきましては、人流の増加に伴い紙製包装資材の需要に一定の回復が見られたことなどから、主力の

角底袋、手提袋及び紙器の販売数量・金額が増加し、売上高は前年同期に比べ977百万円増加して11,062百万円となり

ました。セグメント利益（営業利益）は生産数量増加により生産利益が増加、仕入品の粗利益額も増加したことから、

前年同期に比べ240百万円増加して392百万円となりました。

「化成品事業」

化成品事業につきましては、レジ袋有料化やプラスチック製包装資材の紙化といった環境対応の影響により得意先

の需要が大きく減少し、またグループ会社の操業を停止したことなどから、主力のレジ袋、ポリ手提袋及びポリ宅配

袋の販売数量・金額が減少し、売上高は前年同期に比べ2,170百万円減少して7,461百万円となりました。セグメント

損益（営業損益）は売上高減少に加えて円安による輸入価格の上昇や原材料・海上輸送費の高騰などにより粗利益額

が減少し、販売管理費が減少したものの、前年同期に比べ715百万円減少して394百万円の損失となりました。

「その他事業」

その他事業につきましては、Ｓ・Ｖ・Ｓ（スーパーバッグ・ベンダー・システム）を主たる事業として展開してお

りますが、得意先の需要が営業再開により回復したことなどから、売上高は前年同期に比べ73百万円増加して6,610百

万円となりました。品目ごとの販売構成では、包装用品、清掃用品、ファーストフード資材及びＳＶＳ商品が増加す

る一方で、事務用品、ギフト用品が減少しております。セグメント利益（営業利益）は粗利益額は微増となり、販売

管理費が減少したことから、前年同期に比べ26百万円増加して112百万円となりました。
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（２）当期の財政状態の概況
　

総資産は、前連結会計年度末に比べ772百万円減少して13,779百万円となりました。流動資産は、現金及び預金が

760百万円増加した一方、受取手形及び売掛金が507百万円減少、棚卸資産が109百万円減少、未収入金が61百万円減

少、前渡金が57百万円減少したことなどにより、前連結会計年度末に比べ15百万円減少の9,367百万円となりました。

固定資産は、設備投資等により132百万円増加した一方、固定資産の売却及び除却で464百万円減少、減価償却で327百

万円減少、減損損失の計上で165百万円減少したことなどにより、前連結会計年度末に比べ757百万円減少の4,411百万

円となりました。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ173百万円減少して11,325百万円となりました。これは、支払手形及び買掛金

が185百万円増加、電子記録債務及び設備電子記録債務が258百万円増加した一方、短期借入金及び長期借入金が366百

万円減少、リース債務が96百万円減少、役員退職慰労引当金が83百万円減少、退職給付に係る負債が85百万円減少し

たことなどによるものであります。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ599百万円減少して2,453百万円となりました。これは、利益剰余金が親会

社株主に帰属する当期純損失計上により642百万円減少したことなどによるものであります。この結果、１株当たり純

資産額は、前連結会計年度末に比べ304.16円減少し1,597.38円に、自己資本比率は、前連結会計年度末の20.0％から

17.7％になりました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況
　

当連結会計年度末における現金及び現金同等物の残高は2,301百万円となり、前連結会計年度末に比べ755百万円増

加しております。その内訳は次のとおりであります。

「営業活動によるキャッシュ・フロー」

当連結会計年度における営業活動による資金の増加は、500百万円（前年同期は118百万円の減少）となりました。

これは、税金等調整前当期純損失678百万円、事業構造改革による支出413百万円等資金が減少したものの、減価償

却費327百万円、売上債権の減少534百万円、仕入債務の増加507百万円、棚卸資産の減少109百万円等資金が増加した

ことなどによるものであります。

「投資活動によるキャッシュ・フロー」

当連結会計年度における投資活動による資金の増加は、705百万円（前年同期は19百万円の増加）となりました。

これは、投資有価証券及び固定資産の取得による支出176百万円等資金が減少したものの、固定資産の売却による収

入887百万円等資金が増加したことなどによるものであります。

「財務活動によるキャッシュ・フロー」

当連結会計年度における財務活動による資金の減少は、575百万円（前年同期は147百万円の減少）となりました。

これは、借入金が純額で378百万円減少、リース債務の返済による支出96百万円、連結範囲の変更を伴わない子会社

株式の取得支出83百万円等資金が減少したことなどによるものであります。

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

2018年３月期 2019年３月期 2020年３月期 2021年３月期 2022年３月期

自己資本比率 24.6％ 18.3％ 19.0％ 20.0％ 17.7％

時価ベースの自己資本比率 18.1％ 12.9％ 11.8％ 12.0％ 11.9％

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率

― ― 2.6年 ― 8.4年

インタレスト・カバレッジ・
レシオ

― ― 17.1倍 ― 5.1倍

(注) 自己資本比率 ：自己資本／総資産
時価ベースの自己資本比率 ：株式時価総額／総資産
キャッシュ・フロー対有利子負債比率 ：有利子負債／キャッシュ・フロー
インタレスト・カバレッジ・レシオ ：キャッシュ・フロー／利払い
①各指標は、いずれも連結ベースの財務数値によって算出しております。
②株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。
③有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っているすべての負債を対象とし
ております。

④キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書に計上されている「営業活動によるキャッシュ・フ
ロー」を使用しております。

⑤利払いは、連結キャッシュ・フロー計算書に計上されている「利息の支払額」を使用しております。
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（４）今後の見通し
　

今後のわが国経済につきましては、新型コロナウイルスの新たな変異株による感染の再拡大リスク、インフレ率の

上昇、世界的な資源価格の高騰、ロシア・ウクライナ情勢の緊迫化などにより、先行き不透明な状況が続くものと予

想されます。

当社グループといたしましては、2021年６月30日に中期経営計画『次世代パッケージ企業への転換』を公表し、

『環境対応と成長基盤確立のための３ヵ年～本気の変革～』を基本方針とした事業構造改革を進めており、今年度は

２年目にあたり、引き続き「コスト削減」、「不採算事業の改善」、「新規事業の発掘」、「業務フローの効率化」、

「組織・人員の見直し」に加えて「包材需要の掘り起こし」などに取り組み、環境戦略の強化、構造改革の徹底及び

事業の見極めに努めてまいります。また、環境に配慮した素材やプラスチック製包装資材の紙化提案といった販促活

動を推進し、ＥＳＧやＳＤＧｓといった環境対策に取り組むお客様とともに、循環型経済社会の実現を目指します。

このような経営環境のもと当社グループは、中期経営計画に基づいた抜本的な事業構造改革による成長を目標とし

ております。

そのために、

①事業構造の転換

②ＣＯ ₂削減／脱プラ環境対応

③新規事業の創出

④安定した財務基盤の構築

⑤戦略的な新規投資

⑥魅力的な職場環境の構築

を基本方針として取り組んでまいります。

2023年３月期の連結業績につきましては、前期に行った本社及び化成品事業部門の事業構造改革の効果の顕在化、

紙製品事業への更なる注力に加え、紙器や軟包材など新規製品の拡充などによる収益改善を図り、売上高24,700百万

円、営業利益60百万円、経常利益30百万円、親会社に帰属する当期純利益10百万円を予想しております。

また、上述した事業構造改革の一層の推進とともに、将来に向けたより収益性の高い生産体制の構築を図ってまい

ります。

当社単体の業績につきましては、売上高24,000百万円、営業利益60百万円、経常利益40百万円、当期純利益10百万

円を予想しております。

なお、2023年３月期の配当予想につきましては、黒字化を達成し復配に向けた財務基盤の強化を目指しております

が、当期純利益の予想値が僅少であることから、現時点では未定としております。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、企業間及び期間での比較可能性を確保するため、日本基準に基づき連結財務諸表を作成しており

ます。なお、国際会計基準の適用につきましては、国内他社の採用動向を踏まえつつ、適切に対応していく方針であ

ります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,590 2,351

受取手形及び売掛金 4,063 －

受取手形 － 258

売掛金 － 3,297

電子記録債権 867 840

商品及び製品 1,899 1,770

仕掛品 226 281

原材料及び貯蔵品 456 420

その他 281 146

貸倒引当金 △3 －

流動資産合計 9,383 9,367

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 6,135 4,541

減価償却累計額 △5,201 △3,830

建物及び構築物（純額） 934 711

機械装置及び運搬具 9,620 8,249

減価償却累計額 △8,775 △7,641

機械装置及び運搬具（純額） 845 607

土地 826 644

リース資産 564 556

減価償却累計額 △300 △341

リース資産（純額） 264 215

建設仮勘定 4 11

その他 704 673

減価償却累計額 △640 △651

その他（純額） 63 22

有形固定資産合計 2,939 2,212

無形固定資産

電話加入権 15 15

リース資産 6 3

その他 61 28

無形固定資産合計 82 47

投資その他の資産

投資有価証券 1,296 1,349

破産更生債権等 0 0

事業保険金 83 84

差入保証金 126 125

退職給付に係る資産 451 487

繰延税金資産 125 56

その他 63 48

貸倒引当金 △1 △0

投資その他の資産合計 2,146 2,151

固定資産合計 5,168 4,411

資産合計 14,551 13,779
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,748 2,934

電子記録債務 2,303 2,624

短期借入金 1,559 1,260

リース債務 96 99

未払金 427 433

未払法人税等 34 41

未払消費税等 32 28

契約負債 － 24

賞与引当金 166 171

設備関係電子記録債務 80 17

設備関係未払金 3 23

その他 146 117

流動負債合計 7,597 7,777

固定負債

長期借入金 2,547 2,480

リース債務 465 365

繰延税金負債 17 －

役員退職慰労引当金 134 51

退職給付に係る負債 735 649

固定負債合計 3,900 3,547

負債合計 11,498 11,325

純資産の部

株主資本

資本金 1,374 1,374

資本剰余金 1,457 1,404

利益剰余金 268 △361

自己株式 △263 △263

株主資本合計 2,837 2,153

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 68 105

為替換算調整勘定 △1 123

退職給付に係る調整累計額 2 58

その他の包括利益累計額合計 69 287

非支配株主持分 147 12

純資産合計 3,053 2,453

負債純資産合計 14,551 13,779
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

売上高 26,253 25,134

売上原価 21,371 20,869

売上総利益 4,882 4,264

販売費及び一般管理費

運搬費 1,509 1,450

保管費 1,010 898

給料及び手当 1,590 1,521

賞与引当金繰入額 76 81

退職給付費用 75 72

賃借料 177 174

旅費及び交通費 73 58

その他の経費 506 504

販売費及び一般管理費合計 5,019 4,761

営業損失（△） △137 △496

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 34 35

貸倒引当金戻入額 － 3

持分法による投資利益 34 41

受取賃貸料 14 9

作業くず売却益 1 1

受取保険金 7 16

その他 27 28

営業外収益合計 119 135

営業外費用

支払利息 95 100

為替差損 22 24

賃貸費用 6 5

貸倒引当金繰入額 0 －

その他 7 11

営業外費用合計 132 142

経常損失（△） △150 △503

特別利益

固定資産売却益 － 422
投資有価証券売却益 165 －
役員退職慰労引当金戻入額 － 10
助成金収入 183 51
特別利益合計 348 484

特別損失

固定資産除却損 15 5

固定資産売却損 － 11

リース資産除却損 － 1

投資有価証券評価損 － 22

事業構造改革費用 － 459

減損損失 39 159

特別退職金 31 －

感染症関連損失 271 －

特別損失合計 357 660

税金等調整前当期純損失（△） △159 △678

法人税、住民税及び事業税 26 24

法人税等調整額 207 11

法人税等合計 234 35

当期純損失（△） △393 △714

非支配株主に帰属する当期純損失（△） △9 △71

親会社株主に帰属する当期純損失（△） △383 △642
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当期純損失（△） △393 △714

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 166 37

繰延ヘッジ損益 △1 0

為替換算調整勘定 17 125

退職給付に係る調整額 107 56

持分法適用会社に対する持分相当額 △7 △0

その他の包括利益合計 282 218

包括利益 △110 △495

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 △103 △424

非支配株主に係る包括利益 △7 △71
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（３）連結株主資本等変動計算書

　前連結会計年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,374 1,457 743 △263 3,312

当期変動額

剰余金の配当 △91 △91

親会社株主に帰属する

当期純損失（△）
△383 △383

自己株式の取得 △0 △0

連結子会社株式の取得

による持分の増減

連結子会社の清算による

増減

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― ― △475 △0 △475

当期末残高 1,374 1,457 268 △263 2,837

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

為替換算

調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 △98 1 △9 △105 △210 154 3,256

当期変動額

剰余金の配当 △91

親会社株主に帰属する

当期純損失（△）
△383

自己株式の取得 △0

連結子会社株式の取得

による持分の増減
―

連結子会社の清算による

増減
―

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
166 △1 7 107 280 △7 272

当期変動額合計 166 △1 7 107 280 △7 △202

当期末残高 68 ― △1 2 69 147 3,053
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　当連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,374 1,457 268 △263 2,837

当期変動額

剰余金の配当

親会社株主に帰属する

当期純損失（△）
△642 △642

自己株式の取得 △0 △0

連結子会社株式の取得

による持分の増減
△46 5 △40

連結子会社の清算による

増減
△6 6 0

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― △53 △630 △0 △683

当期末残高 1,374 1,404 △361 △263 2,153

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

為替換算

調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 68 ― △1 2 69 147 3,053

当期変動額

剰余金の配当 ―

親会社株主に帰属する

当期純損失（△）
△642

自己株式の取得 △0

連結子会社株式の取得

による持分の増減
△40

連結子会社の清算による

増減
0

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
37 ― 124 56 218 △134 84

当期変動額合計 37 ― 124 56 218 △134 △599

当期末残高 105 ― 123 58 287 12 2,453
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純損失（△） △159 △678

減価償却費 326 327

減損損失 39 159

特別退職金 31 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 △3

賞与引当金の増減額（△は減少） △100 5

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 47 △124

受取利息及び受取配当金 △34 △35

支払利息 95 100

為替差損益（△は益） △10 △3

持分法による投資損益（△は益） △34 △41

投資有価証券評価損益（△は益） － 22

投資有価証券売却損益（△は益） △165 －

受取保険金 △7 △16

固定資産売却損益（△は益） － △410

固定資産除却損 15 5

リース資産除却損 － 1

助成金収入 △183 △51

感染症関連損失 45 －

事業構造改革費用 － 459

売上債権の増減額（△は増加） 835 534

棚卸資産の増減額（△は増加） 618 109

仕入債務の増減額（△は減少） △1,208 507

未収入金の増減額（△は増加） 4 1

未払債務の増減額（△は減少） △82 △36

未払消費税等の増減額（△は減少） △188 △3

差入保証金の増減額（△は増加） 77 0

その他 △49 4

小計 △87 832

利息及び配当金の受取額 64 69

利息の支払額 △95 △97

助成金の受取額 146 88

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △153 4

保険金の受取額 7 16

事業構造改革による支出 － △413

営業活動によるキャッシュ・フロー △118 500

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △15 △15

投資有価証券の売却による収入 207 －

固定資産の取得による支出 △157 △161

固定資産の売却による収入 － 887

固定資産の除却による支出 △9 △3

貸付金の回収による収入 0 1

差入保証金の回収による収入 0 0

その他 △6 △4

投資活動によるキャッシュ・フロー 19 705
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △104 △246

長期借入れによる収入 1,500 1,250

長期借入金の返済による支出 △1,335 △1,382

自己株式の取得による支出 △0 △0

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得
による支出

－ △83

リース債務の返済による支出 △116 △96

配当金の支払額 △91 －

非支配株主への配当金の支払額 － △16

財務活動によるキャッシュ・フロー △147 △575

現金及び現金同等物に係る換算差額 15 125

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △231 755

現金及び現金同等物の期首残高 1,777 1,546

現金及び現金同等物の期末残高 1,546 2,301
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

　

(会計方針の変更)

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサー

ビスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

これにより、有償支給取引において、従来は支給品について棚卸資産の消滅を認識しておりましたが、買戻し契

約に該当する取引については消滅を認識しないことといたしました。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の期首

の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当連結会計年度の損益に与える影響は軽微であります。また、利益剰余金の当期首残高への影響も軽

微であります。

また、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた「受取手形及び売掛金」は、当

連結会計年度より「受取手形」及び「売掛金」に含めて表示し、「流動負債」に表示していた「その他」は、当連

結会計年度より「契約負債」及び「その他」に含めて表示しております。ただし、収益認識会計基準第89-２項に定

める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法により組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業

会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新

たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、連結財務諸表に与える影響はありません。

(セグメント情報)

１ 報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。

当社グループは、紙手提袋を主とした紙袋、レジ袋を主としたポリ袋の製造・販売ならびに用度品、消耗資材の

一括受注納品システムＳ・Ｖ・Ｓ（スーパーバッグ・ベンダー・システム）を中心とした事業活動を展開しており

ます。

したがって、当社グループは製品の内容及びサービスの販売方法を基礎としたセグメントから構成されており、

「紙製品事業」「化成品事業」「その他事業」の３つを報告セグメントとしております。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成において採用している会計処理の方法と

同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

会計方針の変更に記載のとおり、当連結会計年度の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識に関する会

計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。

この結果、当連結会計年度の損益に与える影響は軽微であります。
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報及び収益の分解情報

前連結会計年度（自 2020年４月１日 至 2021年３月31日）

（単位：百万円）

報告セグメント 調整額
（注）１

連結財務諸表
計上額
（注）２紙製品事業 化成品事業 その他事業 計

売上高

外部顧客への売上高 10,085 9,631 6,537 26,253 ― 26,253

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 10,085 9,631 6,537 26,253 ― 26,253

セグメント利益又は損失(△) 151 321 86 559 △696 △137

セグメント資産 4,598 3,513 1,587 9,699 4,852 14,551

その他の項目

減価償却費 157 91 0 249 77 326

持分法適用会社への
投資額

113 ― ― 113 ― 113

有形固定資産及び無形固定
資産の増加額

137 31 0 168 44 213

（注）１．調整額は以下のとおりであります。

(1) セグメント利益又は損失(△)の調整額△696百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であ
ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

(2) セグメント資産の調整額4,852百万円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であります。全社
資産は、主に報告セグメントに帰属しない親会社での長期投資資金（投資有価証券）及び管理部門に係る
資産であります。

(3) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額44百万円は、主に親会社の管理部門に係る設備投資額
であります。

２．セグメント利益又は損失(△)は、連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

当連結会計年度（自 2021年４月１日 至 2022年３月31日）

（単位：百万円）

報告セグメント 調整額
（注）１

連結財務諸表
計上額
（注）２紙製品事業 化成品事業 その他事業 計

売上高

顧客との契約から生じる
収益

11,062 7,461 6,610 25,134 ― 25,134

外部顧客への売上高 11,062 7,461 6,610 25,134 ― 25,134

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 11,062 7,461 6,610 25,134 ― 25,134

セグメント利益又は損失(△) 392 △394 112 110 △607 △496

セグメント資産 4,562 2,102 1,526 8,191 5,587 13,779

その他の項目

減価償却費 176 63 0 239 87 327

持分法適用会社への
投資額

121 ― ― 121 ― 121

有形固定資産及び無形固定
資産の増加額

96 32 1 129 3 132

（注）１．調整額は以下のとおりであります。

(1) セグメント利益又は損失(△)の調整額△607百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であ
ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

(2) セグメント資産の調整額5,587百万円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であります。全社
資産は、主に報告セグメントに帰属しない親会社での長期投資資金（投資有価証券）及び管理部門に係る
資産であります。

(3) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額3百万円は、主に親会社の管理部門に係る設備投資額で
あります。

２．セグメント利益又は損失(△)は、連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2020年４月１日
至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

１株当たり純資産額 1,901.54円 1,597.38円

１株当たり当期純損失(△) △250.93円 △420.51円

(注) １．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、１株当たり当期純損失であり、また、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。
　

前連結会計年度
(自 2020年４月１日
至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

親会社株主に帰属する当期純損失(△)(百万円) △383 △642

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する

当期純損失(△)(百万円)
△383 △642

普通株式の期中平均株式数(株) 1,528,499 1,528,373

　
３．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前連結会計年度末
(2021年３月31日)

当連結会計年度末
(2022年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 3,053 2,453

純資産の部の合計額から控除する金額(百万円) 147 12

（うち非支配株主持分(百万円)） (147) (12)

普通株式に係る期末の純資産額(百万円) 2,906 2,441

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の
普通株式の数(株)

1,528,410 1,528,279

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　


